
は
じ
め
に

海
外
の
日
本
史
研
究
が
如
何
な
る
現
状
に
あ
る
の
か
、
筆
者
の
専
門
で
あ
る
古

代
・
中
世
史
に
関
し
て
い
え
ば
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
な
ど
に
お
い
て
組
織
的

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
今
な
お
日
本
の
学
界
に
お
い
て
十
分
に

知
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
、

欧
米
圏
の
日
本
史
研
究
を
媒
介
に
し
て
世
界
に
伝
わ
っ
た
日
本
史
像
が
、
海
外
の

人
文
学
・
社
会
科
学
に
ど
の
よ
う
な
影
響
な
い
し
痕
跡
を
残
し
て
き
た
の
か
と
い

う
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
問
題
を
史
学
史
の
中
で
具
体
的
に
検
討
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
二
十
世

紀
前
半
に
英
語
圏
の
日
本
史
家
・
比
較
法
制
史
家
と
し
て
活
躍
し
た
朝
河
貫
一

（
一
八
七
三
―
一
九
四
八
）
と
フ
ラ
ン
ス
の
西
洋
史
家
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
クM

arc

B
loch

（
一
八
八
六
―
一
九
四
四
）
と
の
交
流
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。
朝
河

は
ア
メ
リ
カ
の
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
比
較
封
建
制
論
の
先
駆
者
と
し

て
封
建
制
概
念
を
用
い
た
日
本
史
叙
述
を
試
み
、
一
九
二
九
年
に
は
日
本
封
建
制

の
基
礎
史
料
と
し
て
薩
摩
国
（
現
・
鹿
児
島
県
）
の
武
家
に
伝
わ
る
「
入
来
文

書
」
の
英
訳
（T

he
docum

ents
of

Iriki

）
を
刊
行
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
際
的

な
評
価
を
得
た
（
１
）
。
一
方
、
ブ
ロ
ッ
ク
は
ア
ナ
ー
ル
学
派
の
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ
、

比
較
史
的
・
全
体
史
的
な
観
点
か
ら
封
建
社
会
論
を
構
想
し
、
一
九
三
九
年
・
四

〇
年
に
は
主
著
『
封
建
社
会
』（La

société
féodale

）
を
完
成
さ
せ
た
（
２
）
。

両
者
の
交
流
は
一
九
二
九
年
に
始
ま
る
が
、
こ
の
年
は
朝
河
が
『
入
来
文
書
』

を
刊
行
す
る
と
と
も
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
が
盟
友
リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ヴ
ル
と
と
も

に
『
社
会
経
済
史
年
報
』（
ア
ナ
ー
ル
）
を
創
刊
し
て
所
謂
ア
ナ
ー
ル
学
派
を
旗

揚
げ
し
た
転
機
の
年
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
（
１
）
ブ
ロ
ッ
ク
が
朝
河
の
『
入
来

文
書
』
を
高
く
評
価
し
、
朝
河
論
文
に
言
及
し
た
書
評
を
ア
ナ
ー
ル
に
二
度
書
い

て
い
る
こ
と
（
３
）
、（
２
）
ア
ナ
ー
ル
に
朝
河
が
書
評
・
研
究
動
向
を
二
度
寄
稿
し
た

こ
と
（
４
）
、（
３
）
朝
河
が
日
本
の
雑
誌
に
ブ
ロ
ッ
ク
の
書
評
を
寄
稿
し
た
こ
と
（
５
）
、
と

い
う
事
実
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
６
）
。
だ
が
、
互
い
の
封
建
制
論
に
い
か
な
る
影

響
を
与
え
た
の
か
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
紹
介
に
と
ど
ま
ら
な
い
内
在
的
検
討
は
、
従
来

（
書
評
と
紹
介
）
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
『
封
建
社
会
』
と
朝
河
貫
一

―
予
備
的
考
察
と
し
て
―

佐

藤

雄

基

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
四
号

二
〇
一
〇
年
三
月
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十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
き
ら
い
が
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
度
の
東
京
大
学
法
学
部
の
日
本
法
制
史
演
習
（
新
田
一
郎
教
授
）

で
は
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
所
蔵
の
朝
河
ペ
ー
パ
ー
ズ
の
書
簡
を
中
心
と
し
て
、

手
稿
を
含
む
朝
河
・
ブ
ロ
ッ
ク
往
復
書
簡
（
一
九
二
九
―
一
九
三
九
）
の
翻
刻
・

翻
訳
・
註
釈
を
行
い
、
両
者
の
交
流
の
実
態
を
探
っ
た
（
７
）
。
そ
の
成
果
は
別
の
機
会

に
発
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
筆
者
も
そ
の
演
習
に
参
加
し
、
往
復
書
簡
読
解

の
準
備
作
業
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
『
封
建
社
会
』
の
記
述
と
朝
河
の
日
本
封
建

制
論
と
の
対
照
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

『
封
建
社
会
』
は
二
十
世
紀
歴
史
学
の
古
典
の
中
の
古
典
と
し
て
現
在
な
お
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
が
（
８
）
、
日
本
封
建
制
と
の
比
較
と
い
う
視
点
か
ら
西
欧
封
建

制
の
特
徴
を
論
じ
て
い
る
こ
と
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
同
書
の
邦
訳
の
監

訳
者
と
な
る
西
洋
史
家
の
堀
米
庸
三
が
か
つ
て
「
ブ
ロ
ッ
ク
の
畢
竟
の
名
著
『
封

建
社
会
』
の
日
本
に
関
す
る
部
分
は
、
朝
河
氏
の
研
究
に
基
づ
い
て
い
る
（
９
）
。」
と

指
摘
し
て
以
来
、『
封
建
社
会
』
の
日
本
関
係
の
叙
述
が
朝
河
に
依
拠
し
て
い
る

こ
と
は
漠
然
と
知
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、『
封
建
社
会
』
が
そ
の
典
拠
を
註
と
し

て
は
ほ
と
ん
ど
明
記
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
朝
河
の
封
建
制
論
が
十
分
に
知
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ど
の
個
所
が
朝
河
に
依
拠
し
て
い
る
の
か
と
い
う

点
は
、
具
体
的
に
は
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
封
建
社

会
』
の
日
本
封
建
制
の
記
述
と
朝
河
の
研
究
と
の
対
応
関
係
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

ブ
ロ
ッ
ク
と
朝
河
の
交
流
に
つ
い
て
紹
介
し
つ
つ
、
両
者
の
比
較
封
建
制
論
に
つ

い
て
本
格
的
に
検
討
す
る
た
め
の
準
備
作
業
と
し
た
い
。

一

『
封
建
社
会
』
に
お
け
る
日
本
封
建
制
の
記
述

ブ
ロ
ッ
ク
は
『
封
建
社
会
』
の
中
で
約
五
箇
所
に
お
い
て
日
本
に
言
及
し
て
い

る
。
以
下
、
そ
の
記
述
を
順
に
列
挙
し
て
い
く
（
頁
番
号
は
堀
米
庸
三
監
訳
の
岩

波
書
店
版
（
一
九
九
五
年
）
に
対
応
）。

�
「
異
民
族
侵
入
か
ら
の
こ
の
異
例
な
免
疫
こ
そ
―
そ
の
特
権
を
西
欧
と
共
有

す
る
の
は
ほ
と
ん
ど
日
本
だ
け
で
あ
る
―
語
の
深
淵
か
つ
正
当
な
意
味
に
お
い

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
を
支
え
る
基
本
的
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
、
と
考
え
て

差
し
支
え
な
い
」（
七
八
頁
）

�
《
武
士
は
二
君
に
見
え
ず
》
と
い
う
日
本
の
格
言
を
引
き
合
い
に
し
て
「
フ

ラ
ン
ク
の
家
臣
制
の
準
則
も
、
は
じ
め
は
ま
さ
し
く
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
」（
二
六
三
頁
）
が
、
そ
の
後
は
複
数
の
主
君
に
臣
従
礼
を
と
る
こ
と
が
広

ま
っ
た
。
一
方
、「
日
本
で
は
、
例
外
的
な
濫
用
に
よ
る
場
合
を
除
い
て
、
複

数
の
誠
実
関
係
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
知
行
は
世
襲
化
さ
れ
た
ば
か
り
か
、

分
割
さ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。」（
二
六
五
頁
）（
二
八
三
頁
も
参
照
）

�

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
封
建
制
で
は
「
年
代
的
に
先
行
し
、
本
性
に
お
い
て
家
臣
の

組
織
と
は
異
質
な
王
権
が
、
ま
さ
し
く
そ
の
組
織
の
頂
点
を
占
め
た
」
の
に
対

し
て
、
日
本
で
は
「
古
い
王
権
」
で
あ
る
天
皇
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
封
建
制
度

に
酷
似
し
た
人
身
と
土
地
の
従
属
の
体
系
」
の
頂
点
で
あ
る
将
軍
と
い
う
二
つ

の
制
度
が
併
存
し
、
将
軍
が
実
権
を
掌
握
し
た
（
四
七
二
頁
）。

�

第
二
巻
第
三
篇
第
一
章
「
社
会
類
型
と
し
て
の
封
建
制
」
で
は
「
す
で
に
最

も
健
全
な
比
較
史
的
方
法
に
立
脚
し
て
い
る
と
折
紙
の
つ
い
て
い
る
い
く
つ
か

の
す
ぐ
れ
た
研
究
」
に
よ
っ
て
日
本
封
建
制
を
概
観
す
る
（
五
四
八
・
五
四
九

頁
）。

―

�

先
行
社
会
の
規
定
性
に
つ
い
て
…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
封
建
制
が
先
行
す
る

ロ
ー
マ
的
な
要
素
と
ゲ
ル
マ
ン
的
な
要
素
と
の
結
合
に
よ
っ
て
生
じ
た
の

と
同
様
に
、
日
本
封
建
制
も
ま
た
先
行
す
る
「
き
わ
め
て
異
な
っ
た
二
つ
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の
社
会
構
造
」（
日
本
の
血
族
集
団
の
社
会
と
中
国
の
政
治
体
制
）
の

「
刻
印
を
深
部
に
お
い
て
保
持
し
続
け
て
い
た
。」

―

�

君
主
権
と
封
建
制
と
の
関
係
に
つ
い
て
…「
君
主
権
は
、
す
で
に
述
べ

た
よ
う
に
―
臣
従
関
係
の
鎖
が
皇
帝
﹇
天
皇
﹈
に
達
す
る
前
に
停
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
―
固
有
の
意
味
で
の
封
建
的
な
組
織
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場

合
以
上
に
異
質
で
あ
っ
た
が
、
法
的
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
権
力
の
理
論
的
源

泉
と
し
て
存
続
し
て
い
た
。」「
ま
た
日
本
に
お
い
て
も
、
支
配
権
の
細
分

化
は
、
実
際
に
は
き
わ
め
て
古
い
諸
慣
行
に
培
わ
れ
て
生
じ
た
も
の
だ
が
、

公
式
に
は
国
家
に
対
す
る
一
連
の
侵
害
と
み
な
さ
れ
た
。」

―

�

家
臣
制
に
お
け
る
契
約
性
に
つ
い
て
…
日
本
の
家
臣
制
は
複
数
の
主
君

を
も
つ
こ
と
を
認
め
て
お
ら
ず
、「
は
る
か
に
多
く
服
従
の
行
為
で
あ
り
、

契
約
と
し
て
の
性
格
は
乏
し
か
っ
た
。」

―

�

領
主
経
営
に
つ
い
て
…
日
本
で
は
家
臣
の
数
が
多
い
結
果
、「
家
臣
た

ち
は
、
従
属
民
に
対
し
強
力
な
権
力
を
行
使
し
う
る
真
の
領
主
所
領
を
創

り
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
領
主
所
領
が
形
成
さ
れ
た
の
は
ほ
と
ん

ど
も
っ
ぱ
ら
豪
族
層
と
寺
院
の
ば
あ
い
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
所
領
も
、

か
な
り
著
し
い
散
在
構
造
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
直
接
経
営
の
た
め
の
直

営
地
を
欠
い
」
て
い
た
。「
こ
の
国
で
は
灌
漑
さ
れ
た
稲
作
水
田
が
支
配

的
な
耕
作
形
態
」
で
あ
っ
た
結
果
、「
農
民
の
従
属
も
独
自
な
形
態
を
と

ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
」。

―

�

日
欧
比
較
を
通
じ
た
「
か
な
り
確
実
な
結
論
」
と
し
て
…「
封
建
制
は

決
し
て
、《
世
界
で
た
だ
一
度
起
こ
っ
た
出
来
事
》
で
は
な
か
っ
た
」
と

し
た
上
で
、
他
の
諸
社
会
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
じ
く
封
建
制
と
い
う
段
階

を
通
過
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
な
ら
ば
「
共
通
の
原
因
の
影
響
」
を

探
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
問
い
を
提
示
す
る
。

�
『
封
建
社
会
』
の
結
び
と
し
て
…「
封
建
的
主
従
関
係
の
枠
組
の
外
に
皇
帝

﹇
天
皇
﹈
と
い
う
神
的
権
力
を
残
し
て
い
た
日
本
に
お
い
て
は
、
多
く
の
点
で

わ
れ
わ
れ
の
封
建
制
と
き
わ
め
て
近
似
し
た
制
度
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
こ
か
ら
代
議
制
的
な
も
の
が
生
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
単
な
る
偶
然

で
は
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
封
建
制
の
独
自
性
は
、
権
力
を
拘

束
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
こ
の
契
約
の
観
念
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
、
と

い
う
点
に
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
と
え
こ
の
制
度
が
下
層
の
人
々
に

と
っ
て
ど
ん
な
に
過
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
封
建
制
は
わ
れ
わ
れ
の
文

明
に
、
わ
れ
わ
れ
が
今
日
な
お
そ
れ
を
糧
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
望
む
な
に
も

の
か
を
、
ま
さ
し
く
遺
贈
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。」（
五
五
五
頁
）

二

『
封
建
社
会
』
と
朝
河
貫
一
と
の
対
応
関
係

『
封
建
社
会
』
の
日
本
封
建
制
の
記
述
に
つ
い
て
、
そ
の
典
拠
は
註
と
い
う
か

た
ち
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。『
封
建
社
会
』
巻
末
の
文
献
リ
ス
ト
に
は
、
朝
河

貫
一
の
著
書T

he
docum

ents
of

Iriki

（
入
来
文
書
）
と“T

he
O

rigin
of

the

FeudalLand
Tenure

in
Japan”

（
日
本
に
お
け
る
封
建
的
土
地
保
有
の
起
源
）

（
一
九
一
四
年
）
及
び“T

he
E

arly
SH

O
and

the
E

arly
M

anor
:

a
C

om
para-

tive
Study”

（
初
期
の
荘
と
初
期
の
マ
ナ
ー：

比
較
研
究
）（
一
九
二
九
年
）
と

い
う
二
論
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
１０
）
。
こ
の
参
考
文
献
リ
ス
ト
に
は
、
福
田
徳
三
や

上
原
専
祿
、
サ
ン
ソ
ム
の
著
作
も
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
朝
河
の
研
究
の
ど
の
部
分

が
ブ
ロ
ッ
ク
に
影
響
を
与
え
た
と
想
定
で
き
る
の
か
は
自
明
で
は
な
い
が
、

（
�
）
〜
（
�
）
に
は
朝
河
の
学
説
と
の
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
１１
）
。
順

に
見
て
い
こ
う
。

第
一
に
、（
�
―

�
）
に
み
ら
れ
る
日
欧
の
封
建
制
の
成
立
を
考
え
る
際
に
先
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行
文
明
（
ロ
ー
マ
・
中
国
）
の
存
在
を
重
視
す
る
構
想
は
、
朝
河
の
『
入
来
文

書
』
に
も
見
ら
れ
た
。
朝
河
は
『
入
来
文
書
』
に
お
い
て
、
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
に

お
け
る
封
建
制
の
起
源
と
し
て
「
三
つ
の
要
素
の
相
互
反
応
―
す
な
わ
ち
二
つ
の

源
（
ド
イ
ツ
と
ロ
ー
マ：

日
本
と
中
国
）
の
文
化
お
よ
び
制
度
、
そ
し
て
変
化
す

る
社
会
的
条
件
（
１２
）
」
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
封
建
制
は
「
氏
族
生
活
の
記
憶
と

国
家
政
治
の
経
験
」
の
融
合
、
す
な
わ
ち
西
欧
で
は
ゲ
ル
マ
ン
社
会
に
ロ
ー
マ
の

古
代
文
明
が
接
続
さ
れ
、
日
本
で
は
中
国
の
古
代
文
明
が
日
本
社
会
に
導
入
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
と
す
る
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
は
（
�
―

�
）
で
「
封
建
制
は
決
し
て
、

《
世
界
で
た
だ
一
度
起
こ
っ
た
出
来
事
》
で
は
な
か
っ
た
」
と
し
て
論
じ
て
い
る

点
が
興
味
深
い
。
ブ
ロ
ッ
ク
が
こ
の
よ
う
に
強
調
す
る
背
景
に
は
、
非
西
欧
世
界

の
歴
史
と
向
き
合
う
中
で
、
西
欧
史
の
「
封
建
制
」
概
念
の
他
地
域
へ
の
適
用
可

能
性
を
め
ぐ
る
十
八
世
紀
の
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
と
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
以
来
の
論
争
が

あ
っ
た
（
五
四
一
頁
）。
そ
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
は
日
本
封
建
制
を
引
き
合
い
に
し
て
、

封
建
制‖

特
殊
西
欧
的
と
い
う
見
解
に
反
論
し
、「
共
通
の
原
因
の
影
響
」
を
も

つ
非
西
欧
地
域
に
お
い
て
も
封
建
制
は
発
展
し
得
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

必
要
な
条
件
が
整
え
ば
封
建
制
が
発
達
す
る
と
い
う
発
想
は
、
朝
河
の
一
九
一

八
年
の
論
文“Som

e
A

spects
of

Japanese
Feudal

Institutions”

（「
日
本
封

建
制
の
諸
相
」）
に
も
確
認
で
き
る
（
１３
）
。
す
な
わ
ち
朝
河
は
、
封
建
制
誕
生
の
条
件

を
挙
げ
、
封
建
制
の
発
達
を
人
類
社
会
の
普
遍
的
な
現
象
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
日
本
の
よ
う
な
限
ら
れ
た
地
域
に
の
み
見
ら
れ
た
「
幸
運
な
変
則
」（a

fortu-

nate
abnorm

ality

）
で
あ
る
と
い
う
。
朝
河
の
ほ
う
は
封
建
制
の
特
殊
性
（
一

種
の
日
本
特
殊
論
）
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
く
点
に
留
意
し
た
い
。

第
二
に
、（
�
）
と
（
�
―

�
）
の
封
建
制
と
王
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
朝

河
は
一
九
三
三
年
の
論
文
「
源
頼
朝
の
幕
府
創
設
」
に
お
い
て
、
封
建
制
の
頂
点

に
位
置
す
る
の
は
将
軍
で
あ
り
、
天
皇
は
封
建
制
的
秩
序
の
外
に
い
た
と
い
う
認

識
を
示
し
て
い
た
（
１４
）
。
こ
の
論
文
に
つ
い
て
、（
後
日
紹
介
予
定
の
）
一
九
三
二
年

の
ブ
ロ
ッ
ク
宛
書
簡
の
中
で
朝
河
は
「
そ
の
問
題
は
未
だ
日
本
の
学
者
た
ち
に

よ
っ
て
制
度
史
的
に
取
り
扱
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）
日
本
封
建

制
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
相
違
の
理
由
の
全
て
は
、
ま
さ
に
頼
朝
の
創
設
し
た
最
初

の
体
制
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。」
と
い
う
自
負
を
述
べ
て
い
る
。

第
三
に
、（
�
）
と
（
�
―

�
）、（
�
）
は
、
日
欧
封
建
制
の
歴
史
的
展
開
の

相
違
の
由
来
を
日
本
の
家
臣
制
に
お
け
る
契
約
性
の
弱
さ
に
求
め
る
理
解
で
あ
る

が
、
朝
河
自
身
が
『
入
来
文
書
』
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
（
１５
）
。
そ
れ
に
依
拠
し
て
い

る
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
記
述
は
一
層
概
説
的
で
あ
る
。

第
四
に
、（
�
―

�
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
日
本
に
お
け
る
領
主
直
営
地
の
僅

少
さ
や
稲
作
水
田
の
規
定
性
に
つ
い
て
は
、
特
に
一
九
二
九
年
の
論
文
「
日
本
史

に
お
け
る
農
業：

一
般
的
考
察
」
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
朝
河
は
、

農
業
技
術
の
相
違
に
由
来
す
る
日
欧
の
領
主
経
営
・
農
村
の
構
造
的
差
異
を
論
じ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
業
が
、
大
規
模
な
牧
畜
を
伴
う
農
民
の
共

同
体
・
共
同
耕
作
を
基
礎
と
し
て
、
広
大
な
領
主
直
営
地
を
展
開
さ
せ
た
の
に
対

し
て
、
日
本
の
農
業
は
、
労
働
集
約
的
な
水
稲
耕
作
の
必
要
上
、
土
地
と
農
民
と

の
結
び
つ
き
が
強
く
、
農
民
の
共
同
耕
作
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
し
、
領
主
の
直

営
地
も
発
展
し
な
か
っ
た
、
と
。
こ
う
し
て
村
落
に
お
け
る
領
主
直
営
地
と
農
民

保
有
地
か
ら
成
る
（
現
在
で
は
古
典
学
説
と
な
る
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
マ
ナ
ー
（
荘

園
）
像
に
対
し
て
、
日
本
の
荘
園
は
領
主
直
営
地
に
乏
し
く
、
所
領
も
散
在
的
で
、

村
落
の
実
態
と
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
と
朝
河
は
論
じ
た
。
こ
こ
か
ら
日
本
史
上

の
荘
園
制
を
村
落
や
封
建
制
か
ら
峻
別
す
る
朝
河
の
日
本
封
建
制
論
が
生
ま
れ
、

清
水
三
男
ら
戦
前
の
日
本
史
家
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
１６
）
。

以
上
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
主
著
『
封
建
社
会
』
の
日
本
封
建
制
の
記
述
を
検
出
し
、
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朝
河
の
影
響
に
つ
い
て
検
証
し
た
。

お
わ
り
に

本
稿
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
は
朝
河
の
日
本
封
建
制
論
を
組
み
込
む

こ
と
で
、
比
較
史
的
観
点
か
ら
西
欧
封
建
社
会
を
叙
述
し
た
主
著
『
封
建
社
会
』

を
完
成
し
た
。
一
方
、
朝
河
は
史
料
集
で
あ
る
『
入
来
文
書
』
に
対
応
す
る
叙
述

編
『
南
九
州
の
封
建
体
制
』
の
執
筆
を
再
三
予
告
し
な
が
ら
も
、
結
局
完
成
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
（
１７
）
。
一
九
二
九
年
に
交
流
を
始
め
た
朝
河
と
ブ
ロ
ッ
ク
と
い

う
二
人
の
比
較
史
家
の
一
九
三
〇
年
代
の
道
の
り
を
振
り
返
る
と
き
、
明
暗
が
分

か
れ
た
と
い
う
印
象
は
否
め
な
い
。
未
完
に
終
わ
っ
た
た
め
に
全
体
像
の
見
え
に

く
い
朝
河
の
日
本
封
建
制
論
に
つ
い
て
、
今
後
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
比
較
を
通
し
て
再

検
討
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、『
封
建
社
会
』
の
文
献
リ
ス
ト
に

挙
げ
ら
れ
て
い
る
他
の
文
献
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
で
、
朝
河
と
ブ
ロ
ッ
ク

の
交
流
を
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
国
際
的
な
学
術
交
流
の
中
で
立
体
的
に
位
置
づ

け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
全
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
１
）

朝
河
の
代
表
的
な
評
伝
と
し
て
、
阿
部
善
雄
『
最
後
の
「
日
本
人
」

朝

河
貫
一
の
生
涯
』（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
、
初
版
一
九
八
三
年
）

参
照
。
朝
河
研
究
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
朝
河
貫
一
の
比
較

封
建
制
論
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
―
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
所
蔵
「
朝
河

ペ
ー
パ
ー
ズ
」
の
紹
介
―
」（『
歴
史
評
論
』
七
〇
八
号
、
二
〇
〇
九
年
）
参

照
。

（
２
）

ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
的
な
評
伝
と
し
て
、
キ
ャ
ロ
ル
・
フ
ィ
ン
ク
著
／
河
原

温
訳
『
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク

歴
史
の
な
か
の
生
涯
』（
平
凡
社
、
一
九
九

四
年
、
原
著
一
九
八
九
年
）
お
よ
び
二
宮
宏
之
『
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
を
読

む
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（
３
）M

arc
B

loch,U
n

essaid’histoire
com

parée
:

E
urope

occidentale
et

Japon,
A

nnales
d’histoire

économ
ique

et
sociale,

t.2,
N

o.5,
1930,

p.136−137

お
よ
びM

arc
B

loch,U
ne

Féodalité,Vassalité,Seigneurie
:

à
propos

de
quelques

travaux
récents,

A
nnales

d’histoire

économ
ique

et
sociale,

t.3,
N

o.10,
1931,

pp.246−260

こ
の
う
ち
後
者

（
特
に
朝
河
に
言
及
し
て
い
る
箇
所
は
二
四
八
〜
二
五
一
頁
）
に
つ
い
て
は
、

渡
辺
節
夫
訳
（
河
音
能
平
「
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
日
本
封
建
制
論
―
朝
河

貫
一
の
諸
著
作
へ
の
書
評
―
」『
世
界
史
の
な
か
の
日
本
中
世
文
書
』
文
理

閣
、
一
九
九
六
年
）
と
松
井
道
昭
訳
（
朝
河
貫
一
著
・
矢
吹
晋
訳
『
入
来
文

書
』
柏
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
六
三
〇
〜
六
四
五
頁
）
が
あ
る
。

（
４
）

A
nnalesd’histoire

économ
ique

etsociale,t.3,N
o.11,1931,pp.454−

460

掲
載
の
竹
越
与
三
郎
『
日
本
経
済
史
』・
瀧
川
政
次
郎
『
日
本
奴
隷
経

済
史
』・
三
浦
周
行
監
修
『
堺
市
史
』
の
書
評
お
よ
びK

.A
sakaw

a,La
place

de
la

religion
dans

l’histoire
économ

ique
et

sociale
du

Japon,
A

n-

nales
d’histoire

économ
ique

etsociale,
t.5,N

o.20,1933,pp.125−140

後
者
の
邦
訳
が
原
輝
史
「
朝
河
貫
一
『
日
本
の
社
会
経
済
史
上
に
お
け
る
宗

教
の
位
置
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
早
稲
田
商
学
』
三
五
七
号
、
一
九
九
三
年
）

で
あ
る
。

（
５
）
「
ブ
ロ
ッ
シ
教
授
の
「
仏
国
田
園
史
特
徴
論
」」（『
社
会
経
済
史
学
』
五
巻

九
号
、
一
九
三
五
年
）。

（
６
）

前
掲
註
（
１
）
阿
部
著
一
五
八
〜
一
六
〇
頁
、
前
掲
註
（
２
）
二
宮
著

六
〜
八
頁
、
原
輝
史
「
二
人
の
比
較
史
家：

朝
河
貫
一
と
Ｍ
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
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『
社
会
経
済
史
年
報
』
誌
上
論
文
」（
朝
河
貫
一
研
究
会
編
『
朝
河
貫
一
の
世

界
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
三
年
）、
山
内
晴
子
『
朝
河
貫
一
論：

そ
の
学
問
形
成
と
実
践
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
。

（
７
）

朝
河
貫
一
受
発
信
書
簡
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
朝
河
貫
一
書
簡
編
集
委
員

会
編
『
朝
河
貫
一
書
簡
集
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
〇
年
）
四

九
〜
六
五
頁
お
よ
び
拙
稿
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
所
蔵
朝
河
貫
一
文
書

（
朝
河
ぺ
ー
パ
ー
ズ
）
の
基
礎
的
研
究
」（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀

要
』
一
三
号
、
二
〇
〇
九
年
）
三
九
頁
。

（
８
）

前
掲
註
（
２
）
二
宮
著
お
よ
び
千
脇
修
「
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
封
建
時

代
―
『
封
建
社
会
』
を
読
み
返
す
―
」（『
史
観
』
一
四
七
冊
、
二
〇
〇
二

年
）。
な
お
本
文
で
用
い
た
岩
波
書
店
版
の
他
、
み
す
ず
書
房
版
（
新
村
猛

他
訳
、
一
九
七
三
・
七
七
年
）
の
邦
訳
が
あ
る
。

（
９
）

堀
米
庸
三
「
封
建
制
再
評
価
へ
の
試
論
」（『
歴
史
の
意
味
』
中
央
公
論
社
、

一
九
七
〇
年
、
初
出
一
九
六
六
年
）
一
七
〇
頁
。

（
１０
）

と
も
に
朝
河
貫
一
著
書
刊
行
委
員
会
編
の
遺
稿
集Land

and
society

in

m
edieval

Japan

（
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
六
五
年
、
奥
付
タ
イ
ト
ル

『
荘
園
研
究
』）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
１１
）

異
民
族
の
侵
入
と
そ
の
後
の
「
平
和
」
が
封
建
制
を
も
た
ら
し
た
と
い
う

（
�
）
の
着
想
は
、
当
時
と
し
て
も
斬
新
で
あ
り
（
前
掲
註
（
８
）
千
脇
論

文
六
一
頁
）、
最
近
桜
井
英
治
氏
に
よ
っ
て
再
評
価
さ
れ
て
い
る
（「
こ
れ
か

ら
の
中
世
史
研
究

比
較
史
お
よ
び
経
済
史
の
視
点
か
ら
」『
歴
史
科
学
』

一
九
四
号
、
二
〇
〇
八
年
）。
こ
の
タ
イ
プ
の
着
想
は
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
梅
棹
忠
夫
の
「
文
明
の
生
態
史
観
」
に
も
通
じ
る
。
今
後
検
討
し
た
い
。

（
１２
）

朝
河
貫
一
著
書
刊
行
委
員
会
編
『
入
来
文
書
』（
紀
伊
國
屋
書
店
、
二
〇

〇
〇
年
、
一
九
五
五
年
の
復
刻
版
）
七
九
頁
。

（
１３
）

前
掲
註
（
１０
）『
荘
園
研
究
』
所
収
。
引
用
箇
所
は
一
九
八
頁
。

（
１４
）

前
掲
註
（
１０
）『
荘
園
研
究
』
所
収
。

（
１５
）

前
掲
註
（
１２
）『
入
来
文
書
』
七
九
〜
八
一
頁
。
牧
健
二
「
朝
河
貫
一
氏

の
英
文
『
入
来
文
書
』
に
就
い
て
」（『
法
学
論
叢
』
二
二
巻
二
号
、
一
九
二

九
年
）。

（
１６
）

前
掲
註
（
９
）
堀
米
著
一
七
三
〜
一
七
七
頁
。

（
１７
）

前
掲
註
（
１
）
拙
稿
九
二
頁
。

【
附
記
】

本
稿
は
平
成
二
十
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励

費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
本
稿
の
内
容
は
二
〇
〇
九
年
四
月

二
十
一
日
に
東
京
大
学
法
学
部
の
日
本
法
制
史
演
習
に
お
い
て
筆
者
の
行
っ

た
報
告
を
基
に
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
新
田
一
郎
先
生
お
よ
び
ゼ
ミ
参
加
者

の
皆
様
か
ら
数
々
の
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
末
尾
な
が
ら
記
し
て
謝
意

を
表
し
た
い
。
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